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大日 輝記
医学研究科皮膚科学

 准教授

no.154
- 研究の最先端 -

Lecture

場　　 所： ミューズ・ラボ
　 　 　 　 　 　 　 　 ( 博物館 1 階 自然史展示室内 )

申し込み： 不要です。直接博物館へお越しください。

参 加 費： 無料です。

　　　　　

問い合せ：   〒606-8501　京都市左京区吉田本町

　　　　　TEL (075)753-3272　　FAX (075)753-3277
E-mail : info@inet.museum.kyoto-u.ac.jp
URL : http://www.museum.kyoto-u.ac.jp

後      援 ： 京都府教育委員会、京都市教育委員会

※開催時間が今年は昨年と違って午前 11 時 開始ですのでご注意ください。

交通機関

市バス＝京都駅から17・206 系統

阪急河原町駅から3・17・31・201系統

統系 302・ 102らか駅川出今線丸烏鉄下地

地下鉄東西線東山駅から31・201・206系統

いずれも「百万遍（ひゃくまんべん）」

バス停下車徒歩約2分

京阪電車＝「出町柳」駅下車徒歩約15分

※駐車場なし

新しい治療の標的は皮膚の表面にある
-上皮-免疫微小環境(EIME)-

さまざまな分野の研究をリード
する京大の研究者たち。
研究のおもしろさや可能性を
総合博物館のスタッフが
対談を通して聞き出します。
ご一緒に、研究の世界へ。
中高生も大歓迎です。

聞き手：博物館研究員　六車美保

　アトピー性皮膚炎になりや
すいかどうかは、アレルギー
体質だけではなく、体表面
からわずか 0.2–0.3 mmの
ミクロの環境が決め手とな
っています。
　この環境をかたちづくる、
体表面の微生物や表皮細
胞、神経の役割について、
新たに分かってきたことを
お話しします。

　皮膚は、表面でからだを病原体や有害物質から
守っています。
　このしくみの異常が、アトピー性皮膚炎などの慢性
の皮膚炎だといえます。
　皮膚がからだを守るしくみとその異常、そして新しい
治療の可能性について、最新の情報を紹介します。

11:00～12:00


